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火
災
の
発
生
状
況 

火
災
の
発
生
状
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＝ 

速

報

値 
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東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
は
、
新
潟

県
を
含
む
東
北
七
県
の
消
防
協
会
か
ら
会

長
、
副
会
長
、
事
務
局
員
ら
合
わ
せ
て
五

九
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
川

青
森
県
協
会
長
は
「
今
、
日
本
の

消
防
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
非
常
に
厳
し
い

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
事
業

仕
分
け
で
あ
り
、
福
祉
共
済
継
続
の
問
題

で
あ
っ
て
、
協
会
の
運
営
を
今
ま
で
通
り

や
っ
て
い
け
る
の
か
が
命
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
る
た
め
、
消

防
団
が
一
致
団
結
し
、
消
防
の
命
題
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
青
森
県
知
事
（
代
理
県
防
災
消

防
課
長
）、
八
戸
市
長
（
代
理
市
消
防
長
）

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。 

　
会
議
で

は
、
最
初

に
中
泉
秋

田
県
協
会

長
が
「
前

年
度
決
議

事
項
の
処

理
報
告
」

を
行
い
、

続
い
て
各

県
消
防
協

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
七
議
題
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
た
。
最
後
に
平
成
二
三
年
度
開
催

県
を
新
潟
県
に
決
定
し
、
閉
会
し
た
。 

　
熱
心
に
協
議
さ
れ
た
中
か
ら
三
議
題
に

つ
い
て
、
他
県
の
取
組
状
況
を
紹
介
す
る
。 

①
消
防
団
員
の
確
保
対
策 

　
宮
城
県
協
会
で
は
、
県
等
と
協
力
し
次

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。 

　
・
経
済
団
体
へ
の
協
力
要
請 

　
・
大
学
で
消
防
出
前
講
座
を
開
催 

　
・
ク
リ
ネ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城
で

団
員
募
集
Ｃ
Ｍ
を
放
映 

　
岩
手
県
協
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
次
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。 

　
・
全
市
町
村
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
派
遣

と
「
団
員
募
集
中
」
の
旗
を
配
布
し
、

産
業
祭
等
で
募
集
活
動
を
展
開 

　
・
地
元
ラ
ジ
オ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

「
消
防
団
応
援
大
使
」
に
任
命
し
、

Ｐ
Ｒ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す 

②
女
性
消
防
団
員
の
教
育
訓
練 

　
新
潟
県
消
防
学
校
で
は
年
二
回
開
催
し

て
お
り
、
一
回
当
た
り
の
入
校
生
は
四
〇

〜
五
〇
人
程
度
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
主

な
も
の
は
次
の
通
り
。 

　
・
救
急
法
の
習
得 

　
・
住
宅
火
災
防
止
活
動 

　
・
活
動
報
告
に
基
づ
く
グ
ル
ー
プ
討
議

③
緊
急
自
動
車
運
転
時
の
安
全
教
育 

　
山
形
県
協
会
で
は
、
全
団
員
に
対
す
る

教
育
が
不
可
欠
と
考
え
、
緊
急
走
行
時
の

危
険
性
及
び

消
防
車
輌
の

特
性
等
に
つ

い
て
、
常
備

消
防
の
機
関

員
を
講
師
と

し
て
、
全
団

に
安
全
運
転

教
育
を
実
施

す
る
こ
と
を

促
進
し
て
い

る
。 

　
平
成
二
二
年
度
東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
は
七
月
一
三
日（
火
）、
青
森
県
八
戸
市

の
「
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。
協
議
会
終
了
後
行
わ
れ
た
会
長
会
議

で
、
平
成
二
四
年
度
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
の
開
催
地
と
し
て
秋
田
県
を
日

本
消
防
協
会
へ
推
薦
す
る
こ
と
と
し
、
大
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
各
県
消
防
協
会
が
協

力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会 

平
成
二
四
年
度
開
催
地
に
秋
田
を
推
薦 

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会 
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　秋田県総合防災課では、この度平成22年4月1日現在の消防団員数を公表したので、その概要をお知ら

せします。 

＝＝消防団員数の概要＝＝ 

　消防団員数は18,052人 

　　平成22年4月1日現在の消防団員数は18,052人で、前年同期と比較し23人の減となりましたが、年間

の減少数は年々少なくなってきており、平成20年度の139人を大幅に下回っています。                 

 

 

 

 

 

　11消防団で団員が増 

　　前年同期と比較し、団員数が増加した消防団は由利本荘市消防団（54人増）、横手市大雄消防団（15人

増）、鹿角市消防団（14人増）など11消防団に上りました。                                    

 

 

 

 

 

 

　女性消防団員は26人の増 

　　女性消防団員を採用している消防団は14消防団であったが、平成21年度に横手市大雄消防団も採用し、

合わせて15消防団となり、団員数も前年度同期比26人増の176人となりました。                     

 

 

 

 

 

 

＝＝増加した主な消防団の取組状況＝＝ 
 

■鹿角市消防団 

　平成19年度から「市民を守る魅力ある消防団づくり」基本計画を実現するために、様々な活動を行って

おり、このような活動の結果が団員の増に結びついています。 

　　＊主な活動状況　　①女性消防団員の採用 

　　　　　　　　　　　②機能別消防団員の採用（定員：40人） 

　　　　　　　　　　　③消防団員全員にアポロキャップ及びケブラー手袋の配布等 

 

■由利本荘市消防団 

　平成21年度、昼間に消防団員が希薄となる地域を対象に、機能別団員（団員の再入団）を募集した結果、

多くのOB団員が応じてくれたことによります。 

 

■横手市大雄消防団 

　平成20年度に団員数が161人と定数充足率68.8％を記録したことから、昨年度、各班で積極的に勧誘を

行った結果、21人もの若者が入団しました。（体制：3分団　8部　18班） 

　また、平成21年度、新たに女性消防団員を採用したことも団員の増に繋がったと考えられます。 

平成22年度消防団員数の概要 

 18,712 人   18,369 人   18,191 人   18,052 人   18,029 人 

 －  348 　 －  557 　 －  178 　 －  139 　 －   23 　 

H18. 4. 1 H19. 4. 1 H20. 4. 1 H21. 4. 1 H22. 4. 1

消防団員数 

前年同期比 

     95 人    107 人    119 人    150 人    176 人 

 ＋  9 　 ＋ 12 　 ＋ 12 　 ＋ 31 　 ＋ 26 　 

 7 団     10 団     11 団     14 団     15 団 

H18. 4. 1 H19. 4. 1 H20. 4. 1 H21. 4. 1 H22. 4. 1

女性消防団員数 

前年同期比 

女性団員採用消防団数 

 7 団   8 団  9 団  11 団 

 2 　 3 　 3 　 5 　 

 23 　 21 　 20 　 16 　 

H19. 4. 1 H20. 4. 1 H21. 4. 1 H22. 4. 1

増の消防団数 

増減なし消防団数 

減の消防団数 
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平成22年度消防団員数（平成22年4月1日現在） 

（単位:人、％） 

地域名 

鹿　角 

 

 

北秋田 

 

 

 

山　本 

 

 

 

 

南秋田 

 

 

 

 

 

 

秋　田 

由　利 

 

 

仙　北 

 

 

 

平　鹿 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄　勝 

 

 

 

計 

鹿角市 

小坂町 

　　　地域計 

大館市 

北秋田市 

上小阿仁村 

　　　地域計 

能代市 

藤里町 

三種町 

八峰町 

　　　地域計 

男鹿市 

潟上市 

五城目町 

八郎潟町 

井川町 

大潟村 

　　　地域計 

秋田市 

由利本荘市 

にかほ市 

　　　地域計 

大仙市 

仙北市 

美郷町 

　　　地域計 

横手市横手 

横手市増田 

横手市平鹿 

横手市雄物川 

横手市大森 

横手市十文字 

横手市山内 

横手市大雄 

　　　地域計 

湯沢市 

羽後町 

東成瀬村 

　　　地域計 

　32消防団 

 892 851 833 18 40 95.40 2.12 837 ＋ 14 

 190 168 168 0 0 88.42 － 165 ＋ 3 

 1,082 1,019 1,001 18 40 94.18 1.77 1,002 ＋ 17 

 1,280 1,120 1,056 64 0 87.50 5.71 1,116 ＋ 4 

 870 784 784 0 0 90.11 － 808 － 24 

 120 107 107 0 0 89.17 － 115 － 8 

 2,270 2,011 1,947 64 0 88.59 3.18 2,039 － 28 

 850 747 736 11 0 87.88 1.47 755 － 8 

 125 122 122 0 0 97.60 － 122 ± 0 

 507 434 428 6 0 85.60 1.38 434 ± 0 

 281 253 253 0 0 90.04 － 254 － 1 

 1,763 1,556 1,539 17 0 88.26 1.09 1,565 － 9 

 820 778 774 4 0 94.88 0.51 782 － 4 

 508 453 445 8 0 89.17 1.77 452 ＋ 1 

 230 198 198 0 0 86.09 － 205 － 7 

 127 83 83 0 0 65.35 － 87 － 4 

 160 148 148 0 0 92.50 － 148 ± 0 

 52 52 52 0 0 100  － 52 ± 0 

 1,897 1,712 1,700 12 0 90.25 0.70 1,726 － 14 

 2,100 1,984 1,971 13 0 94.48 0.66 1,994 － 10 

 1,802 1,648 1,647 1 51 91.45 0.06 1,594 ＋ 54 

 650 589 574 15 21 90.62 2.55 588 ＋ 1 

 2,452 2,237 2,221 16 72 91.23 0.72 2,182 ＋ 55 

 1,691 1,328 1,328 0 0 78.53 － 1,369 － 41 

 767 632 625 7 0 82.40 1.11 627 ＋ 5 

 448 415 415 0 0 92.63 － 416 － 1 

 2,906 2,375 2,368 7 0 81.73 0.29 2,412 － 37 

 550 459 456 3 0 88.45 0.65 460 － 1 

 289 275 275 0 0 95.16 － 264 ＋ 11 

 500 451 438 13 0 90.20 2.88 443 ＋ 8 

 507 469 469 0 0 92.50 － 474 － 5 

 285 252 252 0 0 88.42 － 251 ＋ 1 

 550 486 484 2 0 88.36 0.41 496 － 10 

 183 157 157 0 0 85.79 － 157 ± 0 

 234 201 197 4 0 85.90 1.99 186 ＋ 15 

 3,098 2,750 2,728 22 0 88.77 0.80 2,731 ＋ 19 

 1,865 1,734 1,727 7 0 92.98 0.40 1,740 － 6 

 513 466 466 0 0 90.84 － 469 － 3 

 220 185 185 0 0 84.09 － 192 － 7 

 2,598 2,385 2,378 7 0 91.80 0.29 2,401 － 16 

 20,166 18,029 17,853 176 112 89.40 0.98 18,052 － 23

消防団名 
総数 団員数 増減数 男性 女性 

実　団　員　数 前年同期比較 

条例 
定数 

定数　 
充足率 

女性　 
団員率 

うち 
機能別 
団員数 

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年８月15日（毎月１回15日発行） №678



　
四
月
に
入
校
し
た
初
任
教
育
第
六
四
期

生
八
五
名
は
六
月
で
三
ヶ
月
が
経
過
し
、

研
修
期
間
の
中
間
点
を
折
り
返
し
た
。
こ

の
間
、
第
六
四
期
生
は
体
力
錬
成
に
励
む

一
方
、
訓
練
礼
式
や
機
器
取
扱
訓
練
、
ポ

ン
プ
操
法
、
消
防
法
、
消
防
制
度
、
救
急

活
動
の
基
本
、
燃
焼
と
消
火
な
ど
の
理
化

学
、
建
築
等
の
基
礎
的
な
教
育
訓
練
を
経

て
、
消
防
士
と
し
て
一
段
と
た
く
ま
し
さ

を
増
し
て
い
る
。 

　
七
月
の
教
育
訓
練
は
、
実
務
教
育
で
は

応
急
処
置
や
外
傷
処
置
な
ど
の
救
急
に
加

え
、
消
防
査
察
、
消
防
用
設
備
、
火
災
調

査
が
主
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
実

科
訓
練
で
は
防
火
衣
を
着
用
し
て
の
検
索

要
領
訓
練
、
三
連
梯
子
に
よ
る
搬
送
法
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
、
教
育
訓
練
の
内
容
は

よ
り
専
門
的
、
実
践
的
と
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
学
生
は
猛
暑
の
中
、
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
今
月
号
で
は
、七
月
二
三
日（
金
）、二
四

日（
土
）の
二
日
間
、
秋
田
市
の
太
平
山
自

然
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ま
ん
た
ら
め
」
で
行

わ
れ
た
消
防
活
動
応
用
訓
練（
兼
）野
営
訓

練
の
状
況
を
紹
介
す
る
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
消
防
防
災
航
空
隊
連
携

訓
練
と
山
岳
訓
練
、
野
営
訓
練
の
三
要
素

を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
実
施
の
ね
ら
い

は
次
の
通
り
。 

　
消
防
防
災
航
空
隊
連
携
訓
練
は
、
秋
田

県
消
防
防
災
航
空
隊
と
の
連
携
訓
練
に
よ

り
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
動
を

学
ぶ
と
と
も
に
相
互
連
携
の
必
要
性
や
重

要
性
を
認
識
す
る
こ
と
。 

　
山
岳
訓
練
は
、
妙
見
山
登
山
に
よ
り
、

気
力
と
体
力
の
向
上
を
図
る
も
の
。 

　
野
営
訓
練
は
、
融
和
団
結
の
精
神
を
涵

養
す
る
こ
と
。 

　
訓
練
は
、
二
三
日
午
前
八
時
四
五
分
、

秋
山
剛
総
代
（
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務

組
合
消
防
本
部
）
が
「
秋
田
県
消
防
学
校

初
任
教
育
第
六
四
期
、
総
員
八
五
名
、
た

だ
今
か
ら
消
防
活
動
応
用
訓
練
及
び
野
営

訓
練
に
出
向
し
ま
す
」
と
斉
藤
英
晴
学
校

長
に
申
告
し
、
開
始
し
た
。
訓
練
場
と
な

っ
た
「
ま
ん
た
ら
め
」
に
到
着
後
、
全
員

で
テ
ン
ト
の
設
営
や
昼
食
の
準
備
に
取
り

か
か
り
、
午
後
に
は
、
秋
田
県
消
防
防
災

航
空
隊
と
の
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

合
同
訓
練
で
は
駐
機
訓
練
や
実
機
訓
練
な

ど
が
溌
剌
と
し
た
行
動
で
行
わ
れ
た
。 

　
翌
二
四
日
は
、
朝
食
、
テ
ン
ト
の
撤
収

後
、
予
定
さ
れ
て
い
た
山
岳
訓
練
が
天
候

不
良
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
全
員

で
体
力
錬
成
に
汗
を
流
し
た
。
午
後
三
時

に
は
消
防
学
校
に
帰
着
し
、
秋
山
総
代
が

訓
練
終
了
報
告
を
行
い
、
二
日
間
に
わ
た

っ
た
訓
練
が
終
了
し
た
。 

　
　
〔
情
報
提
供
＝
秋
田
県
消
防
学
校
〕 

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校 

第
六
四
期
初
任
教
育

第
六
四
期
初
任
教
育 

教
育
訓
練

教
育
訓
練
も
専
門
的
、

専
門
的
、実
践
的

実
践
的
に 

秋
田
県
消
防
学
校 

第
六
四
期
初
任
教
育 

教
育
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「
伝
承
（
ひ
き
つ
ぐ
）
」 

　
私
は
消
防
団
員
に
な
っ
て
か
ら
早
四
年

に
な
り
ま
す
。
子
供
の
頃
、
亡
く
な
っ
た

父
が
消
防
団
員
だ
っ
た
の
を
見
て
か
っ
こ

い
い
と
あ
こ
が
れ
て
い
た
せ
い
か
、
小
さ

い
頃
か
ら
消
防
士
に
な
る
の
が
私
の
夢
で

し
た
が
、
本
物
の
消
防
士
に
な
る
夢
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
私
が
成
人
し
た
時
に
、
地
元
の
団
員
さ

ん
か
ら
祭
り
の
時
に
「
岩
魚
食
わ
せ
る
が

ら
、
消
防
さ
入
れ
」
と
誘
わ
れ
入
団
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
岩
魚
に
釣
ら
れ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
消
防
士
に
な

れ
な
か
っ
た
分
、
消
防
団
に
誘
わ
れ
た
事

が
す
ご
く
嬉
し
く
て
、
す
ぐ
返
事
を
し
た

事
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

　
最
初
の
頃
は
、
団
員
の
先
輩
方
と
年
齢

が
離
れ
て
い
る
せ
い
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
な
か
な
か
と
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
ほ
ん
の
数
カ
月
で
そ
の
心
配
も
無
く

な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
優
し
く
、
そ
し

て
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
最
初
の
年
は
、
練
習
の
時
も
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
全
然
判
ら
な
く
て
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
る
事
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
先

輩
の
指
導
の
元
で
自
分
が
何
を
す
る
べ
き

か
が
、
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま
し
た
し
、

練
習
も
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
初
め
て
の
小
隊
訓
練
で
は
前
列
一
番
を

任
せ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
責
任
と
共
に
期

待
に
応
え
ら
れ
る
か
と
、
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
今
で
も
前
列
一
番
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
練
習
で
は
、
先
輩
方
は
慣
れ
て
い

る
せ
い
か
颯
爽
と
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
だ
け
真
逆
を
向
い
て
歩
い
た
り
、
そ

う
か
と
思
え
ば
反
対
に
向
か
っ
て
走
っ
た

り
と
、
散
々
な
練
習
状
況
で
し
た
。
し
か

し
、
皆
と
楽
し
く
練
習
す
る
事
で
自
然
に

身
体
も
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
操
法
の
練
習
で
は
一
番
員
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
間
一
番
員
の
勉

強
を
し
て
い
た
せ
い
か
、自
分
な
り
に
は
、

す
ん
な
り
と
練
習
を
開
始
す
る
事
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。 

　
大
会
の
前
日
、
足
の
怪
我
で
大
会
出
場

が
危
う
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
な
場
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
も
先
輩
方

に
励
ま
さ
れ
て
、
何
と
か
本
番
に
挑
む
事

が
で
き
ま
し
た
。 

　
大
会
に
向
け
て
の
練
習
は
集
中
し
て
頑

張
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
納
得
す

る
タ
イ
ム
を
出
せ
な
い
ま
ま
で
の
本
番
。

結
果
は
や
は
り
納
得
の
い
く
タ
イ
ム
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
二
週
間
の

練
習
期
間
に
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
事
は
全

て
や
っ
た
つ
も
り
で
す
。
私
は
必
死
で
し

た
。
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
り
き
っ
た

感
で
泣
き
、
成
績
を
聞
い
て
ま
た
泣
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
支
部
代
表
に
選
ば
れ
、

今
度
は
嬉
し
涙
を
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
大
会
直
前
ま
で
、
多
く
の
方
々
か
ら
、

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

練
習
に
な
る
と
皆
、
完
璧
を
求
め
て
く
る

の
で
す
。
そ
の
時
の
先
輩
方
は
鬼
に
見
え

ま
し
た
。 

　
市
消
防
大
会
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、

前
が
、
足
元
が
見
え
に
く
い
状
況
で
し
た
。

一
番
員
が
走
る
よ
う
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
憧
れ
の
大
会

の
結
果
は
納
得
の
で
き
な
い
も
の
で
し
た

が
、
こ
の
大
舞
台
に
も
う
一
度
立
ち
た
い

と
言
う
目
標
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の

反
省
会
で
は
自
分
を
見
失
う
程
の
お
い
し

い
お
酒
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、

私
が
帰
宅
途
中
、
暗
闇
の
中
に
炎
ら
し
き

も
の
が
見
え
、
「
ど
う
せ
ゴ
ミ
焚
き
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
の
で
す
が
気
に
な
っ
た
の

で
も
う
一
度
見
る
と
、
そ
こ
に
は
民
家
が

あ
り
、
私
が
見
た
炎
ら
し
き
も
の
は
…
何

と
実
際
の
火
事
で
し
た
。
私
は
と
っ
さ
に

自
分
の
部
署
の
先
輩
に
電
話
し
、
消
火
活

動
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る

前
だ
っ
た
の
で
消
火
に
あ
た
る
人
の
数
も

少
な
く
、
ま
し
て
初
め
て
の
現
場
で
何
を

す
る
べ
き
か
も
分
か
ら
ず
、
た
だ
立
ち
尽

く
す
自
分
が
い
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
地
元
分
団
か
ら
指
示
が
出
て
、

防
火
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
借
り
消
火
に
あ

た
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
大
き
な
火
災
に

な
ら
ず
に
す
み
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

　
実
際
の
火
災
現
場
で
は
気
が
動
転
し
何

を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
練
習
し
た
成

果
か
、自
然
に
身
体
が
動
い
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
自
分
な
り
に
は
、
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
も
こ
な
せ
る
消
防
人
に
な
り
た
く
、
全

て
の
事
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

　
と
こ
ろ
で
、
「
皆
さ
ん
は
消
防
団
に
入

っ
て
楽
し
い
で
す
か
？
」
私
は
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
い
い
意
味
の
緊
張
を
す
る
事
が
少
な

く
、
大
会
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
言
う
心

地
良
い
重
圧
感
は
ハ
ン
パ
で
な
い
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
終
わ
っ
た
後
の
達
成
感
は

消

防

団

員 
意
見
発
表
会
(一)
 

第六回 

畠
山
　
孝
将 

　
・
由
利
本
荘
市
消

防
団 

　
・
勤
続
三
年 

　
・
会
社
員 

　
入
団
以
来
、
消
防
団
の
役
割
を
深
く

認
識
し
、
日
ご
ろ
か
ら
、
良
き
消
防
仲

間
、
先
輩
と
と
も
に
積
極
的
に
訓
練
に

励
み
、
平
成
二
〇
年
度
由
利
本
荘
市
消

防
操
法
大
会
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

三
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
献
身
的
な
努

力
を
重
ね
て
い
る
。 
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防
学
校 

第
六
四
期
初
任
教
育 

教
育
訓
練
も
専
門
的
、実
践
的
に 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年８月15日（毎月１回15日発行） №678



メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
最
高
な
ん
で
す
。
大
会
と

言
う
名
の
ス
ポ
ー
ツ
は
心
か
ら
熱
中
で
き
、

子
供
の
頃
に
夢
中
だ
っ
た
部
活
を
思
い
出

し
ま
す
。 

　
「
全
員
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
切

磋
琢
磨
し
、
進
ん
で
い
く
！
」
こ
れ
が
消

防
団
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
消
防
団
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ

か
ら
先
、
消
防
活
動
を
通
し
て
取
り
組
み

方
や
人
と
の
交
わ
り
方
を
学
び
ず
っ
と
、

ず
っ
と
続
け
て
行
く
と
共
に
、
学
ん
だ
事

を
後
輩
に
教
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

「
私
に
と
っ
て
の
消
防
団
そ
し
て
未
来
へ
」 

　
私
の
消
防
団
と
の
関
わ
り
は
、
私
が
二

十
歳
の
頃
、
消
防
団
員
で
あ
る
父
が
体
調

を
崩
し
、
消
防
訓
練
大
会
に
参
加
で
き
な

く
な
り
、
私
が
代
理
要
員
と
し
て
参
加
し

た
事
が
始
ま
り
で
し
た
。 

　
当
時
は
、
現
在
と
変
わ
ら
ず
団
員
が
足

り
な
い
状
況
で
、
消
防
訓
練
大
会
に
お
い

て
欠
席
が
あ
る
と
き
は
、
代
理
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
し
た
。
当
時

の
消
防
団
の
服
装
は
半
纏
、
腹
掛
け
、
短

袴
ズ
ボ
ン
、
地
下
足
袋
と
い
う
い
で
立
ち

に
非
常
に
違
和
感
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

私
は
即
、
ポ
ン
プ
操
法
の
選
手
を
命
じ
ら

れ
、
父
と
同
年
代
の
大
先
輩
の
指
導
の
も

と
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
に

と
っ
て
は
想
像
を
超
え
る
非
常
に
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
も
時
折
み
せ
る
父

の
優
し
さ
を
感
じ
る
言
葉
に
感
謝
し
つ
つ
、

こ
の
厳
し
い
訓
練
が
技
術
と
知
識
の
向
上

と
有
事
の
時
に
自
分
を
守
り
、
仲
間
を
守

り
、
規
律
あ
る
行
動
が
と
れ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
そ
し
て
、
昭
和
四
七
年
に
町
消
防
団
の

機
構
改
革
で
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
一
六
年
一
一
月
一
日
に
は
町
村

合
併
に
よ
り
美
郷
町
が
誕
生
し
、
消
防
団

も
合
併
し
て
美
郷
町
消
防
団
と
な
り
、
現

在
の
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
団
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
、

職
業
、
年
齢
を
こ
え
た
、
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
の
、
熱

い
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
組
織
で
あ
り
、
訓

練
に
よ
っ
て
規
律
あ
る
行
動
が
と
れ
る
、

地
域
に
お
け
る
唯
一
の
団
体
で
あ
り
ま
す
。 

　
近
年
、
当
町
で
は
防
災
行
政
無
線
の
設

置
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
、
防
災
資
機

材
運
搬
車
の
配
備
に
よ
る
機
動
力
の
向
上
、

災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
拠
点
と
な
る
防
災

セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
、
災
害
に
対
し
て
の

設
備
は
整
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
設
備
を
活
用
し
て
、

地
域
を
守
る
た
め
に
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
、
地
域
と
密
着
し
た
消
防
活
動
の
展

開
が
必
要
不
可
欠
と
思
い
ま
す
。 

　
連
携
し
て
い
く
自
主
防
災
組
織
は
、
昨

年
度
か
ら
行
政
区
を
単
位
と
し
た
組
織
の

設
立
を
し
て
お
り
、
現
在
で
は
七
五
％
の

行
政
区
で
設
立
し
た
そ
う
で
す
。
組
織
の

中
に
は
消
防
団
員
が
い
ま
す
の
で
、
そ
の

団
員
が
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
の

指
導
や
活
動
を
率
先
し
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

合
わ
せ
て
、
一
一
月
一
日
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
推
進
に
伴
う
研
修
会
が
実

施
さ
れ
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
が
合

同
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
研
修
後
、
消

防
団
は
一
軒
一
軒
、
火
の
取
扱
い
の
注
意

と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

お
話
し
を
し
て
回
り
ま
し
た
。
自
主
防
災

組
織
も
一
軒
一
軒
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
義
務
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
災
害
が
起
き

た
と
き
に
対
処
す
る
だ
け
の
消
防
団
で
は

な
く
、
平
常
時
か
ら
災
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
予
防
の
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
、

自
主
防
災
組
織
と
一
緒
に
「
安
全
で
安
心

で
き
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
今
年
、
当
分
団
に
消
防
庁
の
ポ
ス
タ
ー

や
美
郷
町
役
場
の
団
員
募
集
の
啓
蒙
に
よ

り
若
い
団
員
が
数
名
入
団
し
ま
し
た
。
私

は
大
先
輩
の
よ
う
に
地
域
を
守
る
心
と
熱

い
強
い
絆
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
「
こ
の
熱
い
心
が
未
来
へ
続
く
こ
と
を

信
じ
て
」
最
後
に
、
私
へ
世
代
を
超
え
た

沢
山
の
友
人
、
そ
し
て
人
生
の
生
き
が
い

を
与
え
て
く
れ
た
消
防
団
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
栄
え
あ
る
消
防
団
意
見
発
表
会
に

送
り
出
し
て
く
れ
た
消
防
団
。
あ
り
が
と

う
。 

             

　
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
親
父
越
え
を
」 

　
私
の
趣
味
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
す
。

と
に
か
く
訓
練
大
会
二
、
三
週
間
く
ら
い

中
野  

龍
太
郎 

　
・
美
郷
町
消
防
団 

　
・
勤
続
三
八
年 

　
・
農
業 

　
消
防
防
災
活
動
で
は
、
常
に
率
先
垂

範
で
こ
と
に
あ
た
り
、
地
元
分
団
三
〇

名
余
り
を
統
率
し
、
そ
し
て
団
員
か
ら

の
信
望
は
厚
く
、
揺
る
ぎ
な
い
。
生
業

で
あ
る
農
業
の
傍
ら
、
町
の
農
業
委
員

を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
誠
実
な
人
柄
と

実
行
力
は
地
域
住
民
か
ら
の
信
望
も
厚

い
。 

佐
々
木  

康
広 

　
・
横
手
市
大
雄
消
　

防
団 

　
・
勤
続
五
年 

　
・
農
業 

　
稲
作
を
中
心
に
ス
イ
カ
、
大
豆
等
を

栽
培
し
て
い
る
。
農
業
制
度
を
利
用
し

て
栽
培
面
積
の
拡
大
に
努
め
、
家
族
と

と
も
に
現
在
約
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経

営
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
青

年
部
大
雄
支
部
副
部
長
と
し
て
活
躍
し

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。 
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前
に
な
る
と
頭
の
中
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法

で
一
杯
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
消
防
団
の

方
々
か
ら
は
、
「
ミ
ス
タ
ー
消
防
」
や
「
車

を
赤
に
し
て
ポ
ン
プ
車
に
し
て
み
だ
ら
よ
」

な
ど
、
私
が
ど
れ
だ
け
消
防
好
き
な
の
か

理
解
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
何
を
や
っ
て

も
中
途
半
端
に
や
め
て
し
ま
い
、
何
を
や

っ
て
も
不
器
用
で
何
も
と
り
え
の
な
い
私

が
こ
こ
ま
で
好
き
に
な
る
の
に
は
理
由
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
「
親
父
」
の
存

在
で
す
。 

　
私
の
家
は
、
専
業
農
家
で
主
に
稲
作
、

ス
イ
カ
、
大
豆
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
手
伝
い
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ほ
ど
農
業
に
興
味
や
関
心
は
な

く
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
は
製
造
会
社
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら

手
伝
い
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
を
継

ぐ
と
い
う
意
識
は
一
昨
年
ま
で
ま
っ
た
く

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
目
標
も

な
く
、
苦
し
い
事
か
ら
逃
げ
、
楽
な
こ
と

ば
か
り
を
考
え
、
平
凡
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
世
界
的
な
経
済
悪

化
、
大
不
況
に
よ
り
農
業
が
メ
デ
ィ
ア
で

も
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
、
後
継
者
不
足
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
深
刻
な
状
況
で
私
も
真

剣
に
農
業
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
八
年
間
勤
め
て
い
た
会
社

を
退
職
し
、
農
業
を
継
ぐ
決
心
を
し
ま
し

た
。
親
父
か
ら
は
「
自
分
の
身
に
な
っ
て

覚
え
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
い
ま
す

と
、
要
は
自
分
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
、

楽
な
ほ
う
に
も
厳
し
い
ほ
う
に
も
進
め
ま

す
。
自
分
の
身
に
な
っ
て
覚
え
る
た
め
に

は
厳
し
い
道
を
選
ん
で
自
分
か
ら
や
る
気

を
出
し
て
覚
え
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
農
業
を
継
い
で
一
年
目
、

あ
ら
た
め
て
親
父
の
す
ご
さ
を
肌
で
実
感

し
ま
し
た
。
朝
は
平
均
し
て
四
時
起
き
、

そ
れ
を
農
繁
期
が
終
わ
る
九
月
ま
で
は
ほ

ぼ
休
み
な
し
で
ぶ
っ
続
け
で
働
い
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
や
る
気
と
根
気
、
農
業
に

対
し
て
の
プ
ロ
意
識
は
生
半
可
な
気
持
ち

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
で
は
こ
の
ま
ま

親
父
の
隣
で
し
っ
か
り
学
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
親
父
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た
ら
親
父
色
の

感
覚
し
か
持
て
な
い
、
仕
事
以
外
で
何
か

ひ
と
つ
で
も
い
い
か
ら
親
父
越
え
を
し
た

い
、
自
分
は
自
分
の
感
覚
で
頑
張
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
の
が
消
防
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で

す
。 

　
私
が
消
防
団
に
入
団
す
る
き
っ
か
け
は
、

親
父
の
消
防
団
の
退
職
で
し
た
。
親
父
と

入
れ
代
わ
り
に
入
団
し
た
の
で
す
が
、
正

直
、
入
団
し
た
て
の
頃
は
、「
い
や
あ
参
っ

た
な
」
と
い
う
気
持
ち
が
本
音
で
し
た
。

し
か
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
音
を

聞
い
た
だ
け
で
、
私
の
心
の
エ
ン
ジ
ン
は

す
ぐ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の

と
き
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
親
父
越
え
を

し
よ
う
」
と
私
の
気
持
ち
は
き
っ
ぱ
り
固

ま
り
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
は
一

番
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

と
に
か
く
走
っ
て
と
に
か
く
体
力
を
使
う

操
作
員
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
基
本

注
水
姿
勢
は
、
言
葉
で
何
と
伝
え
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
一
番
き
つ
い
姿
勢

で
す
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
は
じ
め
て

一
番
員
が
務
ま
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
ま

た
、
私
の
所
属
す
る
消
防
団
は
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
訓
練
に
は
も
ち
ろ
ん
力
を
い
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
地
元
の
地

域
活
性
化
や
地
域
貢
献
な
ど
様
々
な
方
面

に
積
極
的
に
参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
職
業
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々

が
所
属
し
て
い
る
消
防
団
な
の
で
、
不
器

用
な
私
か
ら
見
れ
ば
と
て
も
勉
強
に
な
る

こ
と
ば
か
り
で
本
当
に
す
ば
ら
し
い
消
防

団
で
す
。 

　
私
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
自
分
の

出
来
る
こ
と
、
周
り
が
求
め
て
い
る
こ
と
、

こ
の
三
つ
が
リ
ン
ク
し
て
自
分
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
い
て
「
ど
ん

な
状
況
に
も
負
け
な
い
、
諦
め
な
い
」
と

思
い
続
け
る
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。 

　
最
後
に
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
消
防
団
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
恩
返
し
、

そ
し
て
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
親
父
越
え

を
」
の
向
上
心
を
絶
対
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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能
代
の
小
学
生 

　
　
　
　
楽
し
ん
で
消
防
を
学
ぶ 

 
＝ 

能
代
市
消
防
団 

＝ 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

3 

－32 

－ 8 

－42 

－79 

－ 9 

10

－ 3 

－ 1 

－ 2 

2 

－ 4 

0 

6

平成22年 平成21年 同期比較 

15 

0 

5 

3 

23 

3 

9

７月 

146 

12 

16 

37 

211 

14 

35

累計 

143 

44 

24 

79 

290 

23 

25

累計 

18 

1 

7 

1 

27 

3 

3

７月 

236 

46 

44 

97 

423 

36 

46

年計 ７月 累計 火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
） 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 

　
能
代
市
消
防
団
が
主
催
し
、
能
代
山
本

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
の
協
力
の

も
と
、
平
成
二
十
二
年
七
月
八
日
（
木
）

に
能
代
市
立
渟
城
南
小
学
校
で
消
防
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
学
校
五
、
六

年
生
を
対
象
に
百
三
十
九
人
が
参
加
し
、

始
め
に
中
田
潤
消
防
団
長
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
説
明
を
行
い
、
平
成
二
十
三
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
設
置
促
進
に
つ
い

て
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
青
少
年

消
防
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
上
映
し

た
後
、
グ

ラ
ン
ド
で

は
煙
体
験

ハ
ウ
ス
を

使
用
し
、
煙
の
充
満
し
た
中
の
模
擬
火
災

の
避
難
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
達
は

口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
で
押
さ
え
な
が
ら
出

て
く
る
と
、
「
煙
で
前
が
見
え
な
か
っ
た
。

苦
し
か
っ
た
。
」
な
ど
と
煙
の
恐
怖
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に

よ
る
放
水
体
験
で
は
、
消
防
職
員
と
一
緒

に
筒
先
を
持

ち
放
水
体
験

を
行
い
、
中

に
は
筒
先
を

上
下
に
動
か

し
自
分
の
体

が
水
で
濡
れ

て
し
ま
う
児

童
も
い
ま
し

た
。 

　
最
後
に
、

中
田
団
長
よ

り
児
童
た
ち

へ
「
こ
の
よ

う
な
体
験
を
通
し
て
、
火
の
恐
ろ
し
さ
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
消
防
活
動
等
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
、
消
防
体
験
記
念
と
し
て
県
消
防

協
会
で
昨
年
製
作
し
た
「
ス
ギ
ッ
チ
の
消

防
バ
ッ
チ
」
を
児
童
へ
贈
り
、
大
い
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。 

〔
情
報
提
供
＝
能
代
市
山
本
郡
支
部
〕 
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